






















いる. しか しエネルギー準位相関の局所的な性質 (たとえば最近接間隔分布)に関 しては実
験的に知 られている事実 (準位反発の効果)を良 く再現する｡そこで､どうすれば局所準位
相関を保ったままでガウシアンアンサ ンプルを変形 し行列要素の間の相関を取 り入れられる
かが問題 となる｡





が与えられた準位密度p(I)を保つ条件下で最小化 されることを要請 した. 最小化の条件は
6【Z(P(M))+/dx入(I)p(a)]-0,
になる｡ここで 入(a)は Lagrange未定乗数である. この条件か ら
p(M)-e-TrA(M)
がわかる.固有値 31,32,-,XNの分布関数 P(xl,a:2,-･,XN)はこの P(M)から
pNβ(xl,･･･,XN)-e~PH,
N N













































のように表される6~9)｡ しか し一般のV(x)に対 して準位密度と局所相関関数を計算するこ
とはできていない.そこで V(I)を特定 して考えることにする.(V(I)-x2 ならガウシア
ンアンサンプルである｡)ここではラゲール直交アンサ ンブル





























から得 られる.右辺は有限個の直交多項式 (ラゲール多項式 )で書かれているので､ラゲー
ル多項式の漸近形11)を使 って準位密度 と局所相関関数が評価 される｡それは以下のように
なる｡
p(x)-吉原,0< C<x<R<∞,





















(2)量子系の- ミル トニアンの行列要素の分布 と Balianの分布関数を準位密度を一致 させ
た上で比較す ること
などがある｡
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